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１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益
税金等調整前
四半期純利益

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 52,278 54.7 4,161 81.5 3,706 107.9 2,316 109.4

2024年12月期第３四半期 33,797 20.8 2,293 27.6 1,782 14.8 1,105 5.9
(注) 包括利益 2025年12月期第３四半期 2,056百万円( 82.5％) 2024年12月期第３四半期 1,127百万円( △20.2％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第３四半期 47.92 47.16

2024年12月期第３四半期 22.96 22.66

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 65,218 20,277 31.0

2024年12月期 59,809 18,761 31.3
(参考) 自己資本 2025年12月期第３四半期 20,229百万円 2024年12月期 18,716百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 4.50 － 5.50 10.00

2025年12月期 － 6.00 －

2025年12月期(予想) 10.00 16.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2025年12月期の連結業績計画（2025年１月１日～2025年12月31日）
当社グループでは、当連結会計年度の経営目標を「業績計画」として開示しております。「業績計画」は経営とし

て目指すターゲットであり、いわゆる「業績の予想」または「業績の見通し」とは異なるものであります。
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益
税金等調整前
当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 60,500 21.2 5,000 55.4 4,900 92.3 2,870 78.2

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） － 、除外 2社（社名）
株式会社スミカワＡＤＤ
Avenue Works Georgetown LLC

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年12月期３Ｑ 50,080,864株 2024年12月期 49,670,764株

② 期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 1,452,150株 2024年12月期 1,659,810株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 48,332,247株 2024年12月期３Ｑ 48,148,539株

（注）当社は、役員株式報酬信託を導入しており、信託が所有する当社株式は、自己株式に含めて記載しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載している将来の見通しや業績計画に関する記述は、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期連結累計期間の経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期における国内経済は、雇用・所得環境の改善のもとで、緩やかな景気回復が継続しました。しかし

ながら、米国の通商政策の影響による金融資本市場の変動、物価上昇、急激な為替変動など、景気を下押しするリ

スクが存在しております。

国内の収益不動産売買市場においては、国内の長期金利の指標となる新発10年物国債利回りが1.6%台へと上昇

し、借入金の支払利息増加や不動産価格の下落圧力などが引き続き懸念されているものの、不動産投資への旺盛な

需要を背景に、売買市況は依然として活況を呈しています。

一棟収益不動産においては、住宅・オフィスの両セクターにおいて、都心部の賃料は、賃上げや物価高に伴って

高水準で推移しています。加えて、建築費の上昇から新築物件の価格高騰がみられております。

不動産小口化商品においては市場規模が年々拡大しております。国土交通省の調査※によると、任意組合型商品

への新規出資額は、2014年の65億円から2024年には718億円と約11倍に達しています。（※国土交通省「不動産特

定共同事業の利活用促進ハンドブック（令和７年７月）」）

当社グループの拠点がある米国ロサンゼルスにおいては、政策金利が引き続き高水準で維持されており、資金調

達環境の悪化によって収益不動産の売買需要を押し下げている状況にあります。

このような事業環境のもと、当社グループは2025年２月13日付で「企業価値向上に向けた成長戦略」を公表し、

2027年までにROEを13～14％以上に改善させ、成長を加速させると共に、株主資本コストを低減させるためのあら

ゆる施策を講じることで、株主の皆様の期待に応えることを目指しております。

その達成に向けて、当第３四半期においては不動産小口化商品の販売加速化、一棟収益不動産の仕入・商品化・

販売の強化推進、及びノンアセット事業を含む新規事業の立上げ等に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期における売上高は52,278百万円（2025年８月７日付上方修正後の通期計画に対する進捗

率86.4％）、営業利益は4,161百万円（同83.2％）、税前利益は3,706百万円（同92.7％）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は2,316百万円（同91.2％）となりました。

なお、当社グループは2025年８月７日付で通期業績計画を上方修正しておりますが、2025年11月13日付「特別利

益（為替換算調整勘定取崩益）の計上ならびに通期業績計画および配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」に

て公表のとおり、2025年12月期の通期業績計画をあらためて上方修正いたしました。これにより、修正計画に対す

る進捗率は、売上高が86.4％、営業利益は83.2％、税前利益は75.6％、親会社株主に帰属する四半期純利益は80.7

％となっております。

当第３四半期の経営成績は以下の表のとおりです。

(単位：百万円)

2025年12月期
(通期計画)

2024年12月期
第３四半期
(実績)

2025年12月期
第３四半期
(実績)

金額 金額 金額売上比 売上比 売上比 前年比
通期計画
進捗率

売上高 60,500 100.0% 33,797 100.0% 52,278 100.0% 154.7% 86.4%

（不動産販売） － － (29,624) (87.7%) (48,326) (92.4%) (163.1%) －

（ストック） － － (4,560) (13.5%) (4,313) (8.3%) (94.6%) －

（内部取引） － － (△387) (△1.1%) (△360) (△0.7%) － －

営業利益 5,000 8.3% 2,293 6.8% 4,161 8.0% 181.5% 83.2%

税前利益 4,900 8.1% 1,782 5.3% 3,706 7.1% 207.9% 75.6%

純利益 2,870 4.7% 1,105 3.3% 2,316 4.4% 209.4% 80.7%

（注）（不動産販売）は「収益不動産販売事業」、（ストック）は「ストック型フィービジネス」、「税前利益」は

「税金等調整前四半期純利益」、「純利益」は「親会社株主に帰属する四半期純利益」をそれぞれ省略したも

のです。
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セグメントの概況は次のとおりです。なお、当社グループでは営業利益をセグメント利益としております。

（収益不動産販売事業）

売上高 48,326百万円、営業利益 5,039百万円となりました。

国内の一棟収益不動産販売事業において、当第３四半期の売上高が28,448百万円となり、前年同期比153％と大

幅に拡大いたしました。収益不動産に対する内部成長施策が奏功し、売上総利益についても、前年同期比195％の

4,642百万円となりました。さらなる成長に向けて新たにホテルの取得・商品化を実行しており、アセットタイプ

の多様化に向けた施策を進めてまいります。

不動産小口化商品販売事業においては、当第３四半期の売上高が17,481百万円（前年同期比172％）、売上総利

益が3,719百万円（前年同期比157％）と国内一棟再販事業と同様に大きく成長しました。既存の収益不動産事業の

強みを活かした良質な商品供給が、投資家だけでなく販売提携パートナーからの高い評価を得ております。また、

こうした評判が、金融機関・税理士等との提携による販売ネットワークをよりいっそう拡充する好循環に繋がって

います。

仕入高は39,252百万円となりました。20人以上の仕入専門組織による戦略的な仕入活動に加えて、関西・福岡へ

のエリア拡大に取り組んだ結果、前年同期を上回る優良物件の仕入を行うことができました。今後の利益の源泉と

なる収益不動産残高（販売または賃料収入を目的として保有する不動産の合計残高）は48,111百万円となり、前連

結会計年度末より2,649百万円増加しました。

当第３四半期の国内外の仕入・販売状況は、以下の表のとおりです。

(単位：百万円)

仕入 販売売上

2024年12月期３Ｑ 2025年12月期３Ｑ 2024年12月期３Ｑ 2025年12月期３Ｑ

国内 21,719 39,252 28,756 45,929

海外 558 － 672 2,375

計 22,277 39,252 29,428 48,305

（ストック型フィービジネス）

売上高 4,313百万円、営業利益 948百万円となりました。

ストック型フィービジネスは、当社グループが保有する収益不動産からの賃料収入を収益の柱とする他、株式会

社エー・ディー・パートナーズ及びADW Management USA, Inc.の不動産管理収入などがあります。

ストック型フィービジネスは当社グループの業績の安定性を担保するという重要な位置づけであります。販売目

線での商品価値の向上は、同時に当社グループ保有時の賃料収入の確保につながると認識しております。また、株

式会社エー・ディー・パートナーズのプロパティ・マネジメントも、物件単価上昇に伴い顧客層の変化があったた

め、更なる効率化と対応力を高めていく必要があります。

当第３四半期のストック型フィー収入の内訳は、以下の表のとおりです。

(単位：百万円)

2024年12月期３Ｑ 2025年12月期３Ｑ 前年同期比

賃料収入 1,325 1,324 99.9％

賃料収入以外

（不動産管理・工事等）
3,234 2,988 92.4％

計 4,560 4,313 94.6％

（注）１．各セグメントの営業利益は、全社費用等のセグメントに配賦しない費用及びセグメント間の内部取引によ

る営業費用控除前の数値であり、その合計は連結営業利益と一致しません。

２．「ストック型フィービジネス」のうち、自社保有の収益不動産からの賃料や、販売済みの収益不動産のプ

ロパティ・マネジメント受託によるフィー収入等を「ストック型」、顧客リレーションから派生的に得ら

れる仲介収入、管理物件等の修繕工事フィーを「フロー型」と位置付けております。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期においても引き続き、事業規模拡大に向けて収益不動産の仕入を意欲的に行い、併せて仕入に際し

ての借入も積極的に行いました。結果として収益不動産残高（販売または賃料収入を目的として保有する不動産の

合計残高）は前連結会計年度末から2,649百万円増加し48,111百万円となり、有利子負債（短期借入金、１年内償

還予定の社債、１年内返済予定の長期借入金、社債及び長期借入金）が4,271百万円増加しました。その結果、当

第３四半期末の資産合計と負債純資産合計は、前連結会計年度末と比較し5,409百万円増加し、65,218百万円とな

りました。

自己資本は、1,513百万円増加し20,229百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末と同水準の31.0％とな

りました。

四半期連結貸借対照表の詳細は以下のとおりです。

「構成比」は、資産合計（負債純資産合計）に対する比率を示しています。

（資産）

当第３四半期末における資産合計は65,218百万円となりました。うち、販売用不動産と仕掛販売用不動産が

38,517百万円（構成比59.1％）、現金及び預金が13,098百万円（構成比20.1％）、賃料収入を目的として保有する

不動産（有形固定資産に含む）が9,593百万円（構成比14.7％）を占めております。

（負債）

当第３四半期末における負債合計は、44,941百万円となりました。うち、収益不動産の仕入に伴い有利子負債が

4,271百万円増加し、39,933百万円を占めております。

（純資産）

純資産合計は、20,277百万円となりました。うち、資本金及び資本剰余金が11,722百万円を占めております。
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（３）連結業績計画などの将来予測情報に関する説明

当社グループにおいては、2024年12月末時点のPBRは0.5倍と１倍未満であり、引き続き課題と認識しておりま

す。この課題に対して、2025年２月13日付で「企業価値向上に向けた成長戦略」を公表し、2027年までにROEを13～

14％以上に改善させ、成長を加速させると共に、株主資本コストを低減させるためのあらゆる施策を講じてまいり

ます。

＜企業価値向上に向けた成長戦略＞

こうした中、第４四半期中に米国子会社（ADW-No.1 LLC）の解散に係る為替調整勘定の取崩しによる特別利益を

計上する見通しとなったことを踏まえ、2025年11月13日付で当期2025年12月期の連結業績計画をあらためて見直し、

税前利益は4,900百万円へと上方修正いたしました。この結果、11月13日付修正計画に基づく、2025年12月期のROE

想定値は15.4%となり、成長戦略にて目標とした「2027年までに13～14％」を早々に達成できる見込みです。2026年

12月期以降につきましても当初計画以上の業績達成を目指し、成長戦略をよりいっそう推進してまいります。

＜第２次中期経営計画（2024年12月期～2026年12月期）＞ （百万円）

第２次中期経営計画（2024年12月期～2026年12月期）

連結

FY2024
(2024年12月期)

FY2025
(2025年12月期)

FY2026
(2026年12月期)

実績 当初計画
計画

（2/13公表）
計画

（8/7公表）
計画

(11/13公表)
当初計画

売上高 49,910 52,000 55,000 60,500 60,500 58,000

営業利益 3,216 3,300 3,600 5,000 5,000 3,700

税前利益
(税金等調整前
当期純利益)

2,547 2,600 2,800 4,000 4,900 3,000

収益不動産残高 45,461 46,000 47,000 47,000 50,000 50,000

株主資本 17,511 18,500 18,727 19,483 19,813 20,000

ROE 9.5％ 9.6％ 9.8％ 13.7％ 15.4% 10.4％

ROIC 4.4％ 4.6％ 5.0％ 6.4％ 6.9% 4.8％

人材生産性
"PH総利益"

36百万円/人 34百万円/人 38百万円/人 40百万円/人 40百万円/人 35百万円/人

財務健全性
"自己資本比率"

31.3％ 30％程度 30％程度 30％程度 30％程度 30％程度

株主価値
"EPS"

33.50円 36.35円 37.02円 52.68円 59.53円 41.76円
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（注）１.収益不動産残高：販売または賃料収入を目的として保有する不動産の合計残高

２.ROE：親会社株主に帰属する当期純利益÷平均株主資本（「自己資本当期純利益率」とは数値が異なる可能性

があります）

３.ROIC：（親会社株主に帰属する当期純利益＋支払利息＋借入手数料）÷（平均株主資本残高＋平均有利子負債

残高）

４.PH総利益：売上総利益 ÷ 平均従業員数（Per Head 売上総利益）

５.EPS：親会社株主に帰属する当期純利益÷期中平均株式数（Earnings Per Share）

なお、＜第２次中期経営計画＞における（計画）は経営として目指すターゲットであり、いわゆる「業績の予

想」または「業績の見通し」とは異なるものであります。

＜期初計画達成率＞ （百万円）

税前 (経
常)利益 FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

計画 450 500 600 800 900 1,000 890 400 600 800 2,000 2,300

実績 450 540 650 (835) 924 1,043 933 432 650 910 2,066 2,547

達成率 100％ 108％ 108％ (104％) 103％ 104％ 105％ 108％ 108％ 114％ 103％ 110％

（注）１.FY2013からFY2016は経常利益、FY2017からFY2024は税前利益です。

２.FY2016は、固定資産に区分された不動産売却益86百万円を特別利益に計上しました。経常利益は748百万円で

したが、税前利益835百万円は実態的に経常利益であると解釈し、経常利益計画800百万円（FY2016は税前利益

計画を公表せず）に対する実績として掲載しております。

３.FY2020は、2020年４月１日～2020年12月31日を対象期間とする９か月間の変則決算です。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,129,840 13,098,479

売掛金 111,708 72,105

販売用不動産 35,020,528 36,725,392

仕掛販売用不動産 1,536,975 1,792,530

その他 1,905,176 1,622,593

貸倒引当金 △2,423 △1,117

流動資産合計 48,701,806 53,309,983

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 9,106,018 9,790,079

有形固定資産合計 9,106,018 9,790,079

無形固定資産

のれん 295,643 271,886

その他 151,439 187,438

無形固定資産合計 447,083 459,324

投資その他の資産

投資有価証券 480,502 462,804

繰延税金資産 618,503 742,647

その他 443,261 440,812

投資その他の資産合計 1,542,266 1,646,264

固定資産合計 11,095,368 11,895,667

繰延資産

創立費 1,992 12

社債発行費 10,717 13,229

繰延資産合計 12,710 13,241

資産合計 59,809,884 65,218,892
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 933,510 796,940

短期借入金 432,000 941,000

1年内償還予定の社債 514,900 305,800

1年内返済予定の長期借入金 3,825,034 2,800,848

未払法人税等 718,929 1,018,208

クラウドファンディング等預り金 957,465 －

賞与引当金 204,280 175,890

その他 2,549,890 2,991,859

流動負債合計 10,136,010 9,030,547

固定負債

社債 361,000 625,200

長期借入金 30,528,596 35,260,374

その他 23,142 25,010

固定負債合計 30,912,738 35,910,585

負債合計 41,048,749 44,941,132

純資産の部

株主資本

資本金 6,283,837 6,318,371

資本剰余金 5,368,645 5,404,102

利益剰余金 6,146,730 7,820,637

自己株式 △288,093 △254,207

株主資本合計 17,511,119 19,288,904

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,165,987 896,537

その他有価証券評価差額金 38,909 43,866

その他の包括利益累計額合計 1,204,897 940,403

新株予約権 24,765 31,442

非支配株主持分 20,353 17,010

純資産合計 18,761,135 20,277,760

負債純資産合計 59,809,884 65,218,892
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

売上高 33,797,960 52,278,162

売上原価 27,620,599 42,974,645

売上総利益 6,177,360 9,303,516

販売費及び一般管理費 3,884,350 5,141,612

営業利益 2,293,009 4,161,904

営業外収益

受取利息及び配当金 20,846 20,065

為替差益 － 13,220

保険返戻金 15,866 343

その他 13,056 9,860

営業外収益合計 49,768 43,490

営業外費用

支払利息 430,231 540,048

借入手数料 75,913 86,300

創立費償却 5,830 1,980

持分法による投資損失 24,138 －

その他 31,428 13,276

営業外費用合計 567,542 641,604

経常利益 1,775,235 3,563,789

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,146

投資新株予約権売却益 15,923 －

固定資産売却益 － 1,392

子会社株式売却益 － 144,113

特別利益合計 15,923 148,651

特別損失

固定資産除却損 1,521 864

持分変動損失 6,805 －

投資有価証券評価損 － 5,457

特別損失合計 8,327 6,321

税金等調整前四半期純利益 1,782,832 3,706,119

法人税、住民税及び事業税 681,668 1,384,769

法人税等合計 681,668 1,384,769

四半期純利益 1,101,163 2,321,349

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△4,764 5,117

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,105,928 2,316,231
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

四半期純利益 1,101,163 2,321,349

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,526 4,956

為替換算調整勘定 21,362 △269,450

その他の包括利益合計 25,888 △264,493

四半期包括利益 1,127,052 2,056,855

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,131,816 2,051,738

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,764 5,117
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年９月30日)

報告セグメントごとの売上高、利益の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

調整額(注1)
四半期連結財務
諸表上 計上額

(注2)
収益不動産
販売事業

ストック型
フィービジネス

計

売上高

外部顧客への売上高 29,624,709 4,173,250 33,797,960 － 33,797,960

セグメント間の内部売上高 － 387,144 387,144 △387,144 －

報告セグメント計 29,624,709 4,560,395 34,185,104 △387,144 33,797,960

セグメント利益(営業利益) 2,733,044 913,670 3,646,715 △1,353,705 2,293,009

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去及び報告セグメントに帰属しない全社費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年９月30日)

報告セグメントごとの売上高、利益の金額に関する情報

(単位:千円)

報告セグメント

調整額(注1)
四半期連結財務
諸表上 計上額

(注2)
収益不動産
販売事業

ストック型
フィービジネス

計

売上高

外部顧客への売上高 48,326,035 3,952,127 52,278,162 － 52,278,162

セグメント間の内部売上高 － 360,949 360,949 △360,949 －

報告セグメント計 48,326,035 4,313,076 52,639,111 △360,949 52,278,162

セグメント利益(営業利益) 5,039,710 948,674 5,988,384 △1,826,480 4,161,904

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去及び報告セグメントに帰属しない全社費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年９月30日)

減価償却費 121,547千円 149,105千円

のれんの償却額 23,757千円 23,757千円


